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　土壌から揮発する水銀は，地下浅部における高温領域を反映する指標として知られる．一般に，水銀は温泉

水や熱水変質鉱物に特徴的に含まれており，揮発性が高いことや，温度変化に対して揮発量が顕著に変化する

こと，環境中の気体水銀濃度が十分に低いこと等の特徴を有している．したがって，土壌から揮発してくる水

銀量の多少は，地中に伏在している熱活動を検出する手掛かりとなる． 

 

　近年，野外で使用可能な小型・可般の水銀濃度測定装置が開発され，火山地域での水銀測定が行われている

（例えばTassi et al., 2016）．本研究では，火口周辺において土壌から揮発している気体水銀濃度（以下，水

銀濃度）を計測し，その空間分布を明らかにしつつ，測定の諸問題を検討した．用いた観測システムは NIC 社

の小型気体水銀濃度測定装置 EMP-2，金アマルガム捕集ユニットおよび気体を捕集するポリプロピレン製の

チャンバー（野田・他，2012）である．本システムでは，金アマルガム法に基づく濃縮技術を用いるた

め，わが国の標準的な大気中における水銀濃度に相当する 2 ng/m3 前後の低い水銀濃度であっても検出でき

る． 

 

　本装置は水銀濃度を計測するものであり，その値と土壌から放出される水銀放出率との関係は自明ではな

い．そこで，本測定システムを定式化して数値的に検討し，水銀質量 flux を推定する方法を考察した．計算に

より，地表面から放出される水銀質量 flux を反映した水銀濃度を測定するための諸条件が明らかとなった．例

えば，火口からやや離れた環境を想定した場合，測定される水銀濃度が十分に安定するまでに10分程度の時間

が必要である．これは，経験的に知られている知見によく一致する．このように得られた水銀濃度に対し

て，測定装置によって決まるパラメータを乗じることで，その地点における水銀放質量 flux を算出可能なこと

が示された．また，土壌ガスをセンサへ導入するための装置の形状を変更することで，より短時間で効率よい

測定が可能となることも示唆された． 

 

　本装置を用いて，箱根火山大涌谷周辺の約40箇所において水銀濃度測定を行なった．箱根火山を選定したの

は，同火山は2015年6月に噴火した活動的火山であることや，これまでの研究により，温泉流動や地下構造が

比較的よくわかっている等の理由に基づく．2016年9月の測定では，気体水銀濃度は場所により2桁の範囲で

変動が認められた．また，先行研究と同様に，測定環境温度に対する水銀濃度の依存性が認められた． 

 

　経験的関係に基づき温度補正を行った結果，大涌谷中心からの距離に従い，水銀放出率が減少していく様子

が確認できた．大涌谷から 1.5 ～ 2 km 程度離れると，水銀放出率はほぼ一定の値で推移するようになる．こ

の値は，箱根地域におけるバックグラウンドレベルの水銀放出率に対応すると思われる．水銀放出率の分布を

地図上で検討すると，噴気など地表面に熱活動が認められないにも関わらず，水銀濃度がやや高い領域が，例

えば大涌谷の北東部に見出された．この領域は，大涌谷から見て山麓方向に相当する．このように高い水銀濃

度が生じる原因として，本地域に伏在する熱水の存在や，あるいは大涌谷噴気地から流れてきた火山ガス中に

含まれる水銀の沈着の影響などが考えられる． 
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